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１　

は
じ
め
に

　

長
州
五
傑
と
は
幕
末
に
イ
ギ
リ
ス
へ
密
航
し
た
五
名
の
長
州

藩
出
身
者
の
こ
と
で
あ
り
、「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」
と
も
呼
ば
れ

る
。
具
体
的
に
は
、
伊
藤
博
文
（
俊
輔
）、
井
上
馨
（
志
道
聞

多
）、
井
上
勝
（
野
村
弥
吉
）、
山
尾
庸
三
、
遠
藤
謹
助
の
こ
と

で
あ
る
。

　

彼
ら
は
、
井
上
勝
や
遠
藤
の
よ
う
な
鉄
道
・
造
幣
の
技
術
系

の
幹
部
官
僚
か
ら（（
（

、
山
尾
の
よ
う
な
技
術
系
・
事
務
系
双
方
の

幹
部
ク
ラ
ス
の
官
僚（（
（

、
そ
し
て
伊
藤
や
井
上
馨
の
よ
う
な
政
府

ト
ッ
プ
の
政
治
家
ま
で（（
（

、
政
治
・
行
政
に
お
い
て
幅
広
く
活
躍

し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。「
政
治
家
」、「
官
僚
」、「
技
術

官
僚
」
の
源
流
を
形
成
す
る
と
共
に
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
財
政
、

法
制
な
ど
政
治
・
行
政
・
経
済
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
成
果
を
上

げ
た
の
で
あ
り
、
日
本
政
治
史
・
行
政
史
や
日
本
経
済
史
で
も

重
要
な
研
究
対
象
と
な
っ
て
き
た
。

　

特
に
、
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
閏
一
〇
月
に
設
立
さ
れ
、

当
初
殖
産
興
業
政
策
の
中
核
と
し
て
鉄
道
、
電
信
、
造
船
な
ど

の
西
洋
化
事
業
を
推
進
し
た
工
部
省
で
は（（
（

、
そ
の
設
立
段
階
か

ら
山
尾
が
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、
井
上
勝
も
鉄
道
事
業
を
主

導
し
続
け
た
。
殖
産
興
業
を
分
担
す
る
内
務
省
が
設
立
さ
れ
た

後
も
、
工
部
省
は
同
政
策
の
一
翼
を
担
い
続
け
、
こ
の
間
に
は

長
官
た
る
工
部
卿
に
伊
藤
や
井
上
馨
も
就
任
し
て
お
り
、
長
州

五
傑
の
う
ち
、
四
名
が
こ
の
省
と
殖
産
興
業
政
策
を
牽
引
し
た

の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
も
よ
く
表
れ
て
い
る
通
り
、
長
州
五
傑

は
日
本
の
近
代
化
に
大
き
く
貢
献
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。

　

本
報
告
で
は
、「
大
阪
と
実
学
」
と
の
共
通
テ
ー
マ
に
注
目

し
な
が
ら
、
長
州
五
傑
に
つ
い
て
、
明
治
維
新
期
に
お
け
る
活

躍
を
中
心
に
紹
介
す
る
。
も
と
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
で

　
　
　
報
告
三

　
　
　

長
州
五
傑
と
明
治
維
新
─
─
「
大
阪
と
実
学
」
に
注
目
し
て
─
─

柏
原
宏
紀
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長
州
五
傑
を
検
討
し
た
研
究
そ
の
も
の
は
存
在
し
な
い
の
で
、

各
人
に
関
す
る
多
く
の
先
行
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ（（
（

、
こ
の

テ
ー
マ
に
関
わ
る
部
分
を
ま
と
め
直
す
こ
と
が
本
報
告
の
柱
と

な
る
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
密
航
時
代
に
つ
い
て
「
実
学
」
に

焦
点
を
当
て
て
考
察
し
、
続
い
て
、
帰
国
後
に
新
政
府
に
出
仕

し
て
か
ら
の
「
大
阪
」
で
の
活
躍
に
つ
い
て
検
討
し
、
最
後
に

そ
の
後
の
彼
ら
の
功
績
に
も
簡
単
に
言
及
し
て
い
く
。
な
お
本

報
告
で
は
、「
実
学
」
は
単
純
に
、
実
生
活
や
実
社
会
で
役
に

立
つ
学
問
と
い
っ
た
今
日
的
な
意
味
で
使
用
す
る
こ
と
に
す
る
。

２　

幕
末
の
密
航
─
─
長
州
五
傑
と
「
実
学
」

（
１
）
出
生

　

長
州
五
傑
が
出
生
し
た
長
州
藩
は
、
外
様
大
名
毛
利
家
が
治

め
る
長
門
、
周
防
二
国
の
三
六
万
石
で
、
現
在
の
山
口
県
に
当

た
る（（
（

。

　

井
上
馨
は
、
天
保
六
（
一
八
三
五
）
年
一
一
月
二
八
日
に
大

組
一
〇
〇
石
井
上
光
亨
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
遠
藤
は
、
同

七
年
二
月
一
五
日
に
、
大
組
五
〇
四
石
の
遠
藤
太
市
郎
の
弟
と

し
て
生
ま
れ
た
。
山
尾
は
、
同
八
年
一
〇
月
八
日
に
寄
組
繁
沢

石
見
領
地
の
給
庄
屋
山
尾
忠
次
郎
の
次
男
と
し
て
出
生
し
た
。

伊
藤
は
、
同
一
二
年
九
月
二
日
に
百
姓
林
十
蔵
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
、
そ
の
後
に
父
が
足
軽
伊
藤
家
へ
養
子
入
り
し
た
。
最

後
は
、
井
上
勝
が
同
一
四
年
八
月
一
日
に
大
組
二
〇
二
石
井
上

勝
行
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

　

全
員
が
天
保
年
間
に
生
ま
れ
て
い
た
が
、
藩
政
の
中
心
を
担

う
大
組
の
出
身
で
あ
る
三
名
と
、
大
組
の
上
に
位
置
す
る
寄
組

支
配
下
の
給
庄
屋
の
家
や
、
百
姓
の
家
に
生
ま
れ
藩
士
で
は
な

か
っ
た
二
名
と
に
大
き
く
分
か
れ
、
両
者
に
は
相
当
な
身
分
差

が
あ
っ
た
。

（
２
）
密
航

　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
米
修
好
通
商
条
約
を
は
じ

め
と
す
る
安
政
の
五
か
国
条
約
を
幕
府
が
無
勅
許
で
調
印
し
、

桜
田
門
外
の
変
な
ど
を
発
生
し
て
、
国
内
の
政
局
が
流
動
化
し

て
い
く
中
で
、
長
州
藩
も
国
政
参
画
を
目
指
し
た
。
そ
し
て
、

以
前
は
「
尊
王
攘
夷
」
と
説
明
さ
れ
、
近
年
は
「
破
約
攘
夷
」

と
の
用
語
で
捉
え
ら
れ
る
よ
う
な
過
激
な
攘
夷
活
動
を
長
州
藩

は
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
長
州
五
傑
の
う
ち
、

井
上
馨
・
伊
藤
・
山
尾
が
こ
の
過
激
な
攘
夷
活
動
に
関
与
し
た

こ
と
で
知
ら
れ
、
身
分
の
低
い
伊
藤
や
山
尾
は
、
こ
の
よ
う
な

行
動
を
通
じ
て
存
在
感
を
高
め
る
部
分
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
長
州
五
傑
は
そ
れ
ぞ
れ
洋
行
を
希
望
す
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る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
を
藩
幹
部
に
伝
え
、
最
終
的
に
五
名
の

密
航
が
藩
に
認
め
ら
れ
た
。
長
州
藩
は
過
激
な
攘
夷
を
進
め
る

裏
で
、
イ
ギ
リ
ス
へ
留
学
生
を
派
遣
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、

こ
れ
は
、
諸
外
国
に
対
抗
し
て
い
く
た
め
に
「
人
の
器
械
」
を

買
う
と
い
う
理
由
で
な
さ
れ
た
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
五
月
に
五
名
は
横
浜
港
か
ら
出
航

し
た
。
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
商
会
が
こ
の
密
航
留
学
を

請
け
負
っ
た
。
当
然
に
、
彼
ら
の
留
学
は
幕
府
が
正
式
に
認
め

た
も
の
で
は
な
く
、「
密
航
」
と
称
す
る
に
相
応
し
い
も
の
と

な
っ
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
に
到
着
し
て
か
ら
は
、
五
名
全
員
が
英
語
を
学
び

な
が
ら
、
工
場
や
銀
行
な
ど
の
諸
施
設
を
見
学
し
て
い
っ
た
。

西
洋
の
文
明
を
実
際
に
見
聞
し
て
学
習
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の

後
、
遠
藤
、
井
上
勝
、
山
尾
は
ロ
ン
ド
ン
大
学
ユ
ニ
バ
ー
シ

テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
に
お
い
て
理
系
科
目
を
履
修
し
て
知
識
を
獲

得
し
、
最
終
的
に
井
上
勝
は
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
を

修
了
し
、
山
尾
は
ネ
ピ
ア
造
船
所
で
見
習
工
と
な
っ
て
造
船
技

術
を
体
得
し
た
。

　

西
洋
諸
国
が
日
本
に
進
出
し
て
き
た
幕
末
以
降
、
日
本
は
そ

れ
ら
の
国
々
と
対
峙
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
よ

う
な
当
時
の
日
本
に
お
い
て
、
実
際
に
西
洋
諸
国
に
行
っ
て
西

洋
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
、
帰
国
後
に
そ
れ
を
活
か
す
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
点
で
、
ま
さ
に
「
実
学
」
と
位
置
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
西
洋
に
お
け
る
理
系
知
識
を
学

ん
だ
り
、
技
術
を
獲
得
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
具
体
的
な
近
代

化
事
業
に
大
き
く
貢
献
し
得
る
、
一
歩
進
ん
だ
「
実
学
」
で

あ
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
五
名
の
学
ん
だ
内
容

に
は
差
が
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
の
留
学
経
験
と
も
「
実
学
」
と

し
て
の
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

（
３
）
帰
国

　

五
名
の
学
習
内
容
に
差
が
あ
っ
た
の
は
、
彼
ら
の
帰
国
時
期

が
異
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
井
上
馨
と
伊

藤
は
、
こ
れ
ま
で
長
州
藩
が
進
め
て
き
た
「
破
約
攘
夷
」
の
無

謀
さ
を
痛
感
し
、
日
本
に
お
い
て
諸
外
国
と
長
州
藩
が
武
力
衝

突
に
至
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
に
、
残
り
の
三
名
を
説
得
し

て
、
一
足
先
に
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
六
月
に
帰
国
し
た
。

し
か
し
、
下
関
戦
争
は
避
け
ら
れ
ず
大
き
な
打
撃
を
受
け
、
加

え
て
禁
門
の
変
で
敗
れ
、
長
州
藩
は
朝
敵
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
同
藩
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
下
で
、
井
上
馨
と

伊
藤
は
、
長
州
藩
内
の
主
導
権
を
め
ぐ
る
激
し
い
抗
争
を
何
と

か
く
ぐ
り
抜
け
つ
つ
、
幕
末
の
政
局
に
お
い
て
一
定
の
活
躍
を
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見
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
残
り
の
三
名
の
う
ち
、
遠
藤
は
慶
應
二
（
一
八
六

六
）
年
に
帰
国
し
た
。
病
気
が
原
因
と
さ
れ
る
が
詳
し
く
は
わ

か
っ
て
い
な
い
。
帰
国
後
は
、
藩
内
で
通
訳
を
担
当
し
た
り
、

外
国
と
の
交
渉
に
携
わ
っ
た
り
し
た
よ
う
で
あ
る
。
井
上
勝
と

山
尾
は
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
一
一
月
に
帰
国
し
た
が
、

既
に
大
政
奉
還
を
経
て
新
政
府
が
発
足
し
た
後
で
あ
っ
た
。
そ

れ
ま
で
に
長
州
藩
は
、
二
度
の
長
州
征
伐
を
切
り
抜
け
て
、
薩

長
同
盟
を
結
び
、
討
幕
へ
動
き
、
結
果
的
に
慶
應
三
（
一
八
六

七
）
年
一
二
月
、
王
政
復
古
に
よ
り
新
政
府
が
成
立
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
長
州
藩
は
朝
敵
を
解
除
さ
れ
、
新
政
府
に
人
材
を

出
す
立
場
と
な
っ
て
い
た
が
、
井
上
勝
も
山
尾
も
、
当
面
は
藩

内
で
留
学
経
験
を
活
か
し
て
技
術
指
導
に
当
た
っ
て
い
た
。

３　

新
政
府
へ
の
出
仕
─
─
「
大
阪
」
で
の
活
躍

（
１
）
井
上
馨

　

ま
ず
井
上
馨
は
、
慶
應
四
（
一
八
六
八
）
年
一
月
三
日
に
い

ち
早
く
参
与
に
就
任
し
た（（
（

。
参
与
は
総
裁
、
議
定
に
次
ぎ
、
国

政
を
担
当
す
る
重
要
な
官
職
で
あ
っ
た
が
、
早
速
二
八
日
に
は

外
国
事
務
掛
を
兼
務
し
た
。
や
が
て
外
務
省
に
な
っ
て
い
く
外

国
事
務
科
の
中
核
を
担
う
官
職
に
就
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ

れ
は
ま
さ
に
外
国
語
能
力
を
含
め
て
イ
ギ
リ
ス
留
学
で
彼
が
習

得
し
た
こ
と
を
活
か
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

そ
の
意
味
で
彼
の
留
学
は
「
実
学
」
で
あ
っ
た
。

　

慶
應
四
（
一
八
六
八
）
年
一
月
二
九
日
に
は
九
州
鎮
撫
総
督

参
謀
も
兼
務
し
、
長
崎
へ
向
か
っ
た
。
二
月
に
地
方
行
政
組
織

と
し
て
の
長
崎
裁
判
所
の
参
謀
、
五
月
に
は
長
崎
府
判
事
と
兼

務
す
る
官
職
の
名
称
は
変
化
し
た
が
、
基
本
的
に
開
港
場
長
崎

の
統
治
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
。
貿
易
管
理
や
外
国
人
の
対
応

が
主
た
る
仕
事
で
、
外
交
の
現
場
で
活
躍
し
た
ほ
か
、
幕
府
か

ら
引
き
継
い
だ
製
鉄
所
の
監
督
も
し
て
い
た
。
こ
の
間
、
外
国

事
務
局
判
事
さ
ら
に
後
継
の
外
国
官
判
事
を
兼
務
し
続
け
た
こ

と
も
含
め
て
、
語
学
力
や
西
洋
知
識
を
必
要
と
す
る
こ
れ
ら
の

職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
ま
た
、
留
学
経
験
が

あ
っ
て
の
も
の
で
あ
り
、「
実
学
」
の
結
果
で
あ
っ
た
と
言
え

よ
う
。

　

そ
の
後
、
井
上
は
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
八
月
に
造
幣
頭

に
就
任
し
た（（
（

。
も
と
も
と
幕
末
の
改
税
約
書
で
約
束
し（（
（

、
現
実

的
に
も
贋
金
な
ど
が
出
回
っ
て
問
題
化
し
て
お
り
、
貨
幣
を
近

代
化
せ
ね
ば
な
ら
な
い
環
境
に
あ
る
中
で
、
西
洋
か
ら
機
械
を

輸
入
し
技
術
者
も
呼
び
寄
せ
て
、
大
阪
に
造
幣
局
を
建
設
す
る

こ
と
が
新
政
府
で
決
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
造
幣
事
業
は
同
年
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四
月
に
会
計
官
が
管
轄
す
る
よ
う
に
な
り
、
七
月
の
大
蔵
省
設

置
に
よ
っ
て
同
省
管
轄
下
に
入
り
、
建
設
中
の
造
幣
局
も
含
め

た
事
業
担
当
の
行
政
組
織
と
し
て
造
幣
寮
が
設
置
さ
れ
、
そ
の

長
官
が
造
幣
頭
で
あ
っ
た
。
な
お
、
造
幣
局
建
設
工
事
は
、
そ

の
後
火
災
な
ど
も
発
生
し
て
遅
れ
、
完
成
は
翌
年
後
半
ま
で
ず

れ
込
ん
で
い
く
。

　

さ
ら
に
井
上
は
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
一
〇
月
に
大
蔵
大

丞
へ
転
任
す
る
。
大
蔵
大
丞
は
卿
・
大
少
輔
に
次
ぐ
大
蔵
省
幹

部
で
、
複
数
人
が
就
い
て
い
た
が
、
井
上
は
大
丞
就
任
後
も
、

在
阪
の
ま
ま
造
幣
寮
も
含
め
た
大
蔵
省
関
係
の
出
張
組
織
を
監

督
す
る
立
場
と
な
っ
て
、
当
面
造
幣
局
の
建
設
に
も
関
わ
り
続

け
た
。
こ
の
造
幣
分
野
は
、
西
洋
式
機
械
を
導
入
し
、
イ
ギ
リ

ス
人
の
御
雇
外
国
人
を
抱
え
て
い
た
か
ら
、
や
は
り
井
上
の
イ

ギ
リ
ス
留
学
経
験
を
活
か
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

長
崎
担
当
か
ら
転
任
し
て
も
な
お
、「
実
学
」
を
反
映
し
た
任

務
に
就
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
一
一
月
に
は
、
井
上
は
大
蔵
少
輔

に
昇
格
す
る
。
少
輔
は
省
中
枢
で
あ
り
、
東
京
の
本
省
で
省
務

を
統
轄
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
大
阪
を
離
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
何
度
か
大
阪
へ
出
張
し
、
翌
年
二
月
に
正
式
に
開
業

し
た
造
幣
局
の
事
業
展
開
を
見
守
り
続
け
た
の
で
あ
っ
た
。

（
２
）
伊
藤
博
文

　

伊
藤
は
、
備
前
藩
兵
が
兵
庫
居
留
地
に
向
け
て
発
砲
し
た
兵

庫
事
件
後
に
、
諸
外
国
と
の
交
渉
な
ど
外
交
面
で
活
躍
し
、
慶

應
四
（
一
八
六
八
）
年
一
月
に
外
国
事
務
掛
に
就
い
て
、
開
港

場
兵
庫
を
任
さ
れ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
名
目
的
な
部
分
も
あ
る

が
参
与
も
兼
務
し
、
翌
月
に
外
国
事
務
局
判
事
兼
参
与
に
な
っ

て
も
兵
庫
担
当
を
継
続
し
た
。
新
政
府
に
お
け
る
外
交
の
最
前

線
を
担
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
彼
が
イ
ギ
リ
ス
留
学
で
身
に

付
け
た
も
の
を
活
か
し
て
の
任
務
遂
行
で
あ
っ
た
か
ら
、
伊
藤

に
と
っ
て
も
密
航
留
学
は
間
違
い
な
く
「
実
学
」
で
あ
っ
た
。

　

当
時
の
兵
庫
は
開
港
し
た
ば
か
り
で
規
模
も
小
さ
く
、
当
初

は
大
阪
府
下
に
入
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
伊
藤
も
実
質
的

に
は
兵
庫
担
当
を
継
続
し
な
が
ら
、
名
義
上
は
大
阪
府
判
事
を

兼
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
五
月
に
な
っ
て
兵
庫
県

が
設
置
さ
れ
る
と
、
伊
藤
は
い
よ
い
よ
そ
の
知
事
に
就
任
す
る
。

地
方
行
政
組
織
の
長
官
と
は
言
え
、
基
本
的
に
は
外
交
最
前
線

で
留
学
経
験
を
活
か
し
た
仕
事
を
継
続
し
て
い
た
。
一
方
で
、

当
時
の
日
本
の
置
か
れ
た
状
況
を
念
頭
に
置
い
て
、
万
国
並
立

の
た
め
に
廃
藩
に
近
い
中
央
集
権
化
を
実
現
す
る
よ
う
強
く
主

張
し
た（（（
（

。「
兵
庫
論
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
過
激
な
主
張
に
は
反
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発
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
結
局
、
伊
藤
は
兵
庫
県
判
事
へ
降
格

す
る
こ
と
に
な
る
。

　

明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
五
月
、
財
政
・
会
計
・
通
商
な
ど

の
担
当
組
織
で
あ
る
会
計
官
の
権
判
事
に
転
任
し
、
七
月
に
同

官
が
大
蔵
省
へ
改
組
さ
れ
る
と
、
卿
伊
達
宗
城
、
大
輔
大
隈
重

信
に
次
ぐ
、
三
番
手
の
少
輔
に
昇
格
し
た
。
こ
の
大
蔵
省
は
西

洋
に
通
じ
て
い
る
人
材
を
集
め
、
翌
月
近
代
化
事
業
を
担
当
す

る
民
部
省
を
吸
収
し
て
民
部
大
蔵
省
と
な
っ
て
、
鉄
道
・
製

鉄
・
通
信
な
ど
の
諸
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
民
部
大
蔵
省
で
、
先
述
の
井
上
馨
の
み
な
ら
ず
、
後
述
の

三
名
も
含
め
、
長
州
五
傑
全
員
が
官
僚
と
し
て
活
躍
し
た
の
で

あ
る
が
、
省
の
事
業
内
容
や
方
針
か
ら
す
れ
ば
、
彼
ら
全
員
が

そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ギ
リ
ス
留
学
経
験
を
活
か
し
て
任
務
に
当
た
っ

た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
さ
に
当
時
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
留

学
は
「
実
学
」
で
あ
っ
た
。

　

も
っ
と
も
、
近
代
化
政
策
を
進
展
さ
せ
る
と
当
然
の
如
く
多

額
の
費
用
が
必
要
に
な
る
。
廃
藩
置
県
前
の
当
時
の
新
政
府
は
、

直
轄
府
県
か
ら
の
税
収
を
収
入
源
と
し
て
お
り
、
府
県
で
厳
し

い
徴
税
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
、
民
衆
の
不
満
と
そ
れ
に
直

面
す
る
地
方
官
の
不
満
に
直
結
し
、
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年

六
月
、
政
府
上
層
部
の
判
断
で
民
蔵
分
離
が
実
施
さ
れ
た
。
こ

の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
一
一
月
に
伊
藤
は
財
政
・
幣
制
な

ど
の
調
査
の
た
め
に
渡
米
し
、
そ
の
成
果
を
活
か
す
と
い
う
点

で
、
再
び
「
実
学
」
の
経
験
を
積
む
こ
と
と
な
る
。

　

明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
五
月
に
帰
国
す
る
と
、
新
貨
条
例

の
制
定
、
七
月
の
大
蔵
省
組
織
改
革
、
さ
ら
に
は
翌
年
の
国
立

銀
行
条
例
制
定
も
含
め
、
伊
藤
は
ア
メ
リ
カ
で
の
調
査
経
験
を

活
か
し
て
、
こ
れ
ら
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
意
味
で
、
こ
の
よ
う
な
政
策
活
動
は
再
「
実
学
」
の
成
果

で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。
八
月
に
は
租
税
頭
兼
造
幣

頭
に
任
じ
ら
れ
大
阪
へ
向
か
い
、
造
幣
寮
職
制
幷
事
務
章
程
を

含
め
た
造
幣
関
連
の
規
則
整
備
な
ど
を
行
っ
た
。
そ
し
て
翌
月

に
は
工
部
大
輔
へ
転
任
と
な
り
、
一
一
月
か
ら
は
岩
倉
使
節
団

の
副
使
と
し
て
洋
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
３
）
井
上
勝

　

井
上
勝
は
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
一
〇
月
に
新
政
府
に
出

仕
し
、
先
述
の
井
上
馨
の
後
任
と
し
て
造
幣
頭
に
就
任
し
た
。

御
雇
外
国
人
を
雇
用
し
て
、
彼
ら
が
中
心
に
進
め
て
い
た
造
幣

局
の
建
設
工
事
を
統
轄
す
る
造
幣
寮
に
お
い
て
責
任
者
と
な
っ

た
が
、
数
年
間
イ
ギ
リ
ス
留
学
を
し
て
西
洋
に
通
じ
て
い
た
井

上
勝
に
は
適
任
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
任
期
中
に
建
設
途
中



特別記事：平成二九年度慶應法学会シンポジウム　大阪と実学

165

の
造
幣
局
で
火
災
が
起
こ
り
、
工
事
が
遅
れ
る
な
ど
の
ア
ク
シ

デ
ン
ト
に
も
見
舞
わ
れ
、
翌
年
五
月
に
造
幣
頭
を
交
代
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
造
幣
頭
と
同
時
に
、
井
上
勝
は
明
治
二
（
一
八
六
九
）

年
一
〇
月
か
ら
鉱
山
資
源
管
理
部
門
の
責
任
者
で
あ
る
鉱
山
正

も
兼
務
し
て
い
た
。
こ
の
鉱
山
分
野
も
御
雇
外
国
人
を
活
用
し

て
お
り
、
井
上
は
留
学
中
に
鉱
山
学
の
勉
強
も
し
て
い
た
か
ら
、

そ
の
意
味
で
も
最
適
任
で
あ
っ
た
。
井
上
勝
の
留
学
は
政
策
内

容
に
も
踏
み
込
ん
だ
、
一
歩
進
ん
だ
「
実
学
」
で
も
あ
っ
た
。

翌
年
閏
一
〇
月
に
工
部
省
が
設
立
さ
れ
、
鉱
山
部
門
も
移
管
さ

れ
て
、
井
上
も
工
部
省
へ
異
動
し
た
。
そ
の
後
も
し
ば
ら
く
鉱

山
部
門
の
担
当
を
継
続
し
、
東
北
諸
鉱
山
の
点
検
な
ど
に
も
自

ら
出
張
し
て
い
た（（（
（

。

　

ま
た
、
工
部
省
へ
の
異
動
後
は
、
工
部
権
大
丞
を
兼
務
し
た
。

工
部
省
は
後
述
の
よ
う
に
山
尾
が
設
立
に
持
ち
込
み
、
鉄
道
・

電
信
な
ど
西
洋
的
近
代
化
事
業
を
管
轄
し
て
い
た
が
、
省
務
の

一
翼
を
担
う
権
大
丞
と
な
っ
た
井
上
も
、
省
務
全
般
を
進
め
る

役
割
を
担
っ
た
。
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
八
月
か
ら
は
鉄
道

頭
兼
鉱
山
頭
に
就
き
、
鉄
道
・
鉱
山
両
部
門
の
責
任
者
と
な
っ

た
が
、
御
雇
外
国
人
を
多
く
抱
え
る
鉄
道
部
門
も
、
井
上
の
留

学
経
験
を
活
か
せ
る
部
署
で
あ
り
、「
実
学
」
の
結
果
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
翌
年
七
月
に
は
鉄
道
頭
専
任
と
な
り
、
九
月
に
京

浜
間
鉄
道
を
開
業
さ
せ
つ
つ
、
京
阪
神
間
の
鉄
道
建
設
に
注
力

し
て
い
く
。

（
４
）
遠
藤
謹
助

　

遠
藤
は
、
慶
應
四
（
一
八
六
八
）
年
一
月
に
兵
庫
運
上
所
長

に
就
い
た
。
運
上
所
は
税
関
の
前
身
で
あ
り
、
そ
の
ト
ッ
プ
に

就
任
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
あ
く
ま
で
現
場
レ
ベ
ル
の
責
任
者

に
位
置
付
け
ら
れ
、
同
時
期
に
政
府
に
入
っ
た
伊
藤
や
井
上
馨

と
比
べ
、
低
い
官
職
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
あ
っ
た
。
も
っ

と
も
、
安
政
の
五
か
国
条
約
に
基
づ
い
て
、
こ
の
兵
庫
も
含
め

た
開
港
場
で
貿
易
が
展
開
さ
れ
る
中
で
、
運
上
所
で
は
、
外
国

商
人
と
の
や
り
取
り
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
や
は
り
遠
藤
の
留

学
経
験
を
活
か
し
て
の
仕
事
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ

ろ
う
。
遠
藤
に
と
っ
て
も
密
航
留
学
は
「
実
学
」
で
あ
っ
た
。

　

明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
一
〇
月
に
遠
藤
は
通
商
大
佑
に
就

任
し
た
。
同
年
二
月
に
貿
易
と
共
に
物
流
や
物
価
調
整
な
ど
も

管
理
し
、
商
業
振
興
を
目
指
す
組
織
と
し
て
通
商
司
が
設
置
さ

れ
、
五
月
に
は
会
計
官
が
管
轄
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
民

部
大
蔵
省
管
轄
下
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
組
織
に
お
い
て
正
、

権
正
に
次
ぐ
大
佑
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
横
浜
港
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で
業
務
に
当
た
り
、
外
国
商
人
へ
の
対
応
も
担
当
し
て
い
た
か

ら
、
結
局
は
留
学
経
験
を
活
か
し
た
職
務
で
あ
っ
た
。
な
お
、

通
商
司
は
、
為
替
会
社
や
貿
易
会
社
も
複
数
設
置
し
た
が
、
成

果
を
上
げ
る
に
は
至
ら
ず
、
遠
藤
は
翌
年
六
月
に
通
商
権
正
に

昇
格
し
た
後
に
、
一
一
月
に
造
幣
権
頭
へ
転
任
す
る
。

　

造
幣
寮
で
頭
に
次
ぐ
地
位
を
占
め
た
遠
藤
は
大
阪
へ
と
向
か

い
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
二
月
に
開
催
さ
れ
た
造
幣
局
開

業
式
に
も
出
席
し
て
い
る
。
造
幣
事
業
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
、

キ
ン
ド
ル
以
下
多
数
の
イ
ギ
リ
ス
人
御
雇
外
国
人
が
技
術
指
導

を
し
、
西
洋
式
機
械
に
よ
っ
て
金
貨
・
銀
貨
な
ど
が
鋳
造
さ
れ

て
い
く
中
で
、
こ
こ
で
も
イ
ギ
リ
ス
留
学
経
験
が
活
か
せ
た
だ

ろ
う
。
最
終
的
に
遠
藤
は
同
七
年
七
月
ま
で
造
幣
寮
の
幹
部
官

僚
と
し
て
事
業
を
推
進
し
て
い
っ
た
。

（
５
）
山
尾
庸
三

　

山
尾
は
、
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
四
月
に
民
部
大
蔵
省
の

権
大
丞
に
就
任
し
、
幕
府
が
建
設
に
着
手
し
て
い
た
横
須
賀
造

船
所
の
総
括
者
と
な
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
留
学
中
に
造
船
技
術
を

体
得
し
て
い
た
山
尾
に
は
最
適
任
で
あ
り
、
留
学
経
験
を
最
大

限
に
活
か
し
て
の
就
職
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
彼
に
と
っ
て
も

ま
た
イ
ギ
リ
ス
留
学
は
「
実
学
」
で
あ
り
、
そ
れ
も
一
歩
進
ん

だ
も
の
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
横
須
賀
造
船
所
に
は
幕
府
時

代
以
来
、
ウ
ェ
ル
ニ
ー
以
下
の
フ
ラ
ン
ス
人
御
雇
外
国
人
が
継

続
し
て
中
心
を
占
め
て
お
り
、
そ
れ
ほ
ど
の
活
躍
を
見
せ
る
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
山
尾
は
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
五
月
に
は
長
崎

造
船
所
も
担
当
し
、
製
鉄
・
造
船
部
門
の
責
任
者
と
な
っ
た
が
、

彼
の
関
心
は
、
西
洋
化
事
業
を
統
轄
す
る
工
部
省
の
設
立
に
あ

り
、
そ
れ
を
政
府
幹
部
に
訴
え
続
け
て
、
最
終
的
に
閏
一
〇
月

に
同
省
設
立
に
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。
山
尾

は
同
省
の
権
大
丞
に
就
き
、
事
実
上
省
の
中
核
と
し
て
鉄
道
・

電
信
・
製
鉄
・
灯
台
な
ど
省
務
全
般
を
担
当
し
、
組
織
整
備
に

尽
力
し
た
。

　

ま
た
、
技
術
者
教
育
の
重
要
性
も
認
識
さ
れ
、
明
治
四
（
一

八
七
一
）
年
八
月
に
そ
の
担
当
部
局
と
し
て
工
学
寮
が
設
置
さ

れ
て
、
山
尾
は
そ
の
責
任
者
た
る
工
学
頭
に
就
任
す
る
。
そ
し

て
、
工
部
大
学
校
の
前
身
に
当
た
る
工
部
学
校
設
立
に
向
け
て

動
い
た
。
翌
月
に
は
大
阪
に
出
張
し
て
い
た
こ
と
も
確
認
で
き

る
が
、
実
際
に
何
を
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一

二
月
に
工
部
少
輔
と
な
り
、
伊
藤
博
文
大
輔
が
外
遊
中
で
卿
も

空
席
で
あ
っ
た
の
で
、
事
実
上
同
省
責
任
者
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
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４　

明
治
維
新
後
の
長
州
五
傑

（
１
）
政
治
家
と
し
て

　

最
後
に
、「
実
学
」
を
反
映
し
て
、「
大
阪
」
も
含
め
て
新
政

府
で
活
躍
を
見
せ
た
長
州
五
傑
の
そ
の
後
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

　

ま
ず
伊
藤
博
文
は
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
九
月
に
洋
行

か
ら
帰
国
し
、
一
〇
月
に
参
議
兼
工
部
卿
に
就
任
し
た
。
参
議

は
太
政
・
左
右
大
臣
と
共
に
国
政
決
定
を
す
る
立
場
で
、
ま
さ

に
政
治
家
と
言
う
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
り
、
基
本
的
に
各
省

長
官
た
る
卿
を
兼
務
し
て
い
た
。
そ
の
後
も
参
議
を
継
続
し
、

同
一
五
年
に
憲
法
調
査
の
た
め
再
度
渡
欧
し
、
こ
れ
が
大
日
本

帝
国
憲
法
制
定
へ
と
結
び
つ
い
て
い
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り

で
あ
る
。
同
一
八
年
一
二
月
に
内
閣
制
度
を
発
足
さ
せ
、
初
代

内
閣
総
理
大
臣
と
な
り
、
以
後
何
度
も
首
相
に
就
任
し
た
。
こ

の
よ
う
に
伊
藤
は
、
政
治
家
ポ
ス
ト
を
継
続
し
、
同
四
二
年
に

暗
殺
さ
れ
る
ま
で
、
国
政
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
活
躍
し
続
け
た
。

　

井
上
馨
は
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
五
月
に
大
蔵
大
輔
を

辞
職
し
た
後
、
一
時
民
間
で
活
動
し
、
同
八
年
一
二
月
立
法
諮

問
機
関
た
る
元
老
院
の
議
官
と
し
て
復
帰
し
、
翌
年
四
月
に
は

再
度
渡
欧
し
て
、
財
政
・
金
融
・
税
制
・
幣
制
な
ど
を
調
査
し

た
。
同
一
一
年
七
月
に
帰
国
し
て
参
議
兼
工
部
卿
に
就
任
し
て

政
治
家
と
な
っ
た
。
以
降
、
外
務
卿
か
ら
外
務
大
臣
と
な
り
、

内
務
大
臣
な
ど
を
歴
任
し
、
政
治
家
と
し
て
活
躍
し
続
け
、
大

正
四
（
一
九
一
五
）
年
に
死
去
し
た
。

　

両
者
は
、
再
度
の
洋
行
な
ど
を
経
な
が
ら
、
政
治
家
に
昇
り

つ
め
、
そ
れ
を
継
続
し
て
後
半
生
を
生
き
抜
い
た
と
言
う
こ
と

が
で
き
よ
う
。

（
２
）
技
術
官
僚
と
し
て

　

井
上
勝
は
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
七
月
に
鉄
道
頭
を
依

願
免
職
と
な
り
、
翌
年
一
月
に
は
鉄
道
頭
に
再
任
さ
れ
、
同
一

〇
年
一
月
に
工
部
少
輔
兼
鉄
道
局
長
と
な
り
、
同
一
二
年
三
月

に
技
監
、
同
一
四
年
八
月
に
は
工
部
大
輔
兼
技
監
と
な
っ
た
が
、

鉄
道
局
長
は
兼
務
し
続
け
た
。
同
一
八
年
一
二
月
に
内
閣
鉄
道

局
長
官
兼
技
監
に
な
り
、
同
二
三
年
九
月
に
は
内
務
省
鉄
道
庁

長
官
に
就
き
、
同
二
五
年
七
月
に
逓
信
省
鉄
道
庁
長
官
に
就
任

し
た
後
、
同
二
六
年
三
月
に
依
願
免
職
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
明
治
七
年
以
降
、
一
貫
し
て
鉄
道
担
当
組
織
ト
ッ
プ
の
技
術

官
僚
と
し
て
活
躍
し
続
け
た
の
で
あ
る
。
同
四
三
年
八
月
に
鉄

道
院
顧
問
と
し
て
調
査
の
た
め
に
滞
在
し
て
い
た
ロ
ン
ド
ン
で

客
死
し
た
。

　

遠
藤
謹
助
は
、
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
七
月
に
大
蔵
大
丞
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に
転
任
し
た
。
造
幣
局
内
で
御
雇
外
国
人
の
首
長
キ
ン
ド
ル
と

の
関
係
が
う
ま
く
い
か
ず
、
遠
藤
が
造
幣
権
頭
の
辞
表
を
提
出

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
翌
年
七
月
に
記
録
頭
を
兼

ね
、
同
一
〇
年
一
月
に
大
蔵
大
書
記
官
兼
記
録
局
長
と
な
り
、

同
一
四
年
一
一
月
に
造
幣
局
長
と
し
て
大
阪
造
幣
局
に
戻
り
、

同
一
七
年
五
月
に
は
大
蔵
技
監
を
兼
務
し
た
。
同
一
九
年
五
月

に
造
幣
局
技
監
兼
造
幣
局
事
務
長
と
な
り
、
翌
年
一
二
月
に
造

幣
局
長
に
名
称
が
戻
り
、
同
二
六
年
六
月
に
辞
職
し
て
、
九
月

に
死
去
し
た
。
遠
藤
は
、
一
時
大
蔵
省
の
事
務
系
幹
部
官
僚
に

な
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
一
〇
年
以
上
、
造
幣
行
政
幹

部
の
技
術
官
僚
と
し
て
造
幣
局
を
統
括
し
て
、
そ
の
役
割
を
終

え
た
。

　

山
尾
庸
三
は
、
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
一
〇
月
工
部
大
輔

に
昇
格
し
、
同
一
一
年
五
月
に
元
老
院
議
官
を
兼
務
し
、
同
一

三
年
二
月
に
は
工
部
卿
に
昇
格
し
た
。
そ
し
て
、
同
一
四
年
一

〇
月
に
な
っ
て
参
事
院
議
官
に
転
任
し
、
同
一
七
年
一
〇
月
に

は
参
事
院
副
議
長
に
昇
進
し
、
翌
年
一
二
月
に
内
閣
法
制
局
長

官
に
就
任
し
た
。
そ
の
後
は
宮
中
顧
問
官
な
ど
を
務
め
、
大
正

六
（
一
九
一
七
）
年
に
死
去
し
た
。
こ
の
よ
う
に
山
尾
は
、
工

部
省
を
主
導
す
る
技
術
官
僚
ト
ッ
プ
か
ら
長
官
ま
で
登
り
、
法

制
に
関
わ
る
幹
部
官
僚
へ
転
身
し
て
、
そ
の
ト
ッ
プ
に
も
就
任

し
た
が
、
法
制
に
関
す
る
知
識
は
豊
富
で
は
な
く
、
必
ず
し
も

十
分
な
活
躍
は
で
き
て
い
な
い
。
最
後
ま
で
政
治
家
に
な
れ
な

か
っ
た
。

５　

む
す
び

（
１
）
長
州
五
傑
と
明
治
維
新

　

ま
ず
長
州
五
傑
は
、
西
洋
諸
国
と
並
び
立
つ
こ
と
を
目
指
し

て
い
た
発
足
直
後
の
新
政
府
に
お
い
て
、
井
上
馨
、
伊
藤
、
遠

藤
が
開
港
場
に
お
け
る
外
交
で
活
躍
し
始
め
、
続
け
て
五
名
全

員
が
製
鉄
・
鉄
道
・
電
信
・
造
幣
な
ど
の
西
洋
を
模
範
と
す
る

事
業
を
積
極
的
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
っ
た
。
ま
さ
に
西
洋
化

に
着
手
す
る
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
の
上
で
、
鉄
道
・
電
信
・

製
鉄
・
造
幣
な
ど
の
着
手
し
た
諸
事
業
を
着
実
に
推
進
す
る
と

共
に
、
井
上
勝
や
遠
藤
は
鉄
道
・
造
幣
分
野
に
精
通
し
た
技
術

官
僚
幹
部
と
し
て
活
躍
し
、
事
業
を
主
導
し
た
。
山
尾
も
、
途

中
か
ら
法
制
に
関
わ
る
事
務
官
僚
幹
部
に
方
向
性
を
変
え
た
も

の
の
、
当
初
同
じ
ル
ー
ト
を
歩
ん
で
、
諸
事
業
を
統
轄
・
主
導

し
て
、
着
手
し
た
西
洋
化
を
確
実
に
進
展
さ
せ
た
。

　

山
尾
・
井
上
勝
・
遠
藤
が
技
術
面
か
ら
近
代
化
を
支
え
た
一

方
で
、
伊
藤
、
井
上
馨
は
、
西
洋
化
部
門
の
幹
部
官
僚
か
ら
政

治
家
へ
昇
格
し
、
国
家
の
根
幹
に
関
わ
る
制
度
形
成
や
憲
法
制
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定
、
外
交
な
ど
で
力
を
発
揮
し
た
。
そ
の
意
味
で
は
彼
ら
は
近

代
国
家
の
形
成
に
も
大
き
く
貢
献
し
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
の

キ
ャ
リ
ア
は
、
ま
さ
に
今
日
的
な
政
と
官
の
枠
組
み
、
事
務
官

と
技
官
の
枠
組
み
の
形
成
過
程
と
重
な
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

（
２
）「
実
学
」
と
し
て
の
密
航

　

彼
ら
の
活
躍
の
原
点
は
、
幕
末
の
イ
ギ
リ
ス
へ
の
密
航
留
学

で
あ
り
、
こ
こ
で
の
勉
強
の
成
果
を
活
か
す
こ
と
に
よ
り
新
政

府
で
活
躍
で
き
た
の
で
あ
り
、
こ
の
留
学
は
ま
さ
に
「
実
学
」

と
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
西
洋
を
知
る
こ
と
自
体
、
日

本
へ
進
出
し
て
き
た
西
洋
諸
国
と
外
交
・
貿
易
な
ど
で
い
ろ
い

ろ
交
渉
せ
ね
ば
な
ら
な
い
時
代
に
お
い
て
、
大
き
な
意
味
を

持
っ
た
。
確
か
に
伊
藤
、
井
上
馨
、
遠
藤
は
外
国
系
官
僚
、
開

港
場
の
地
方
官
、
運
上
所
幹
部
に
就
任
し
、
草
創
期
の
外
交
・

貿
易
を
何
と
か
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

続
い
て
、
英
語
力
も
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
。
外
交
官
だ
け

で
な
く
、
造
幣
寮
幹
部
、
民
部
省
幹
部
、
工
部
省
幹
部
な
ど
を

担
い
、
御
雇
外
国
人
を
多
数
抱
え
て
い
た
複
数
の
組
織
に
お
い

て
、
彼
ら
は
そ
れ
を
活
か
し
て
維
新
当
初
か
ら
近
代
化
事
業
に

着
手
し
て
活
躍
で
き
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
井
上
勝
や
山
尾

が
獲
得
し
た
理
系
知
識
・
技
術
も
大
い
に
役
立
つ
も
の
だ
っ
た
。

大
学
で
学
ぶ
専
門
知
識
や
工
場
で
体
得
し
た
技
術
な
ど
に
よ
っ

て
、
程
度
の
差
が
あ
る
も
の
の
、
鉄
道
事
業
、
造
船
事
業
の
責

任
者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
繫
が
っ
た
の
で
あ
る
。

（
３
）
実
践
の
場
と
し
て
の
「
大
阪
」

　

広
い
意
味
で
の
「
大
阪
」
は
、
長
州
五
傑
の
四
名
が
前
記
の

「
実
学
」
の
成
果
を
示
す
場
と
な
っ
た
。
ま
ず
は
一
時
的
に
大

阪
府
に
入
っ
て
い
た
開
港
場
兵
庫
で
、
伊
藤
や
遠
藤
が
、
西
洋

知
識
や
語
学
力
を
活
用
し
て
外
交
や
貿
易
に
関
わ
る
任
務
に
就

い
て
い
た
。

　

実
際
の
大
阪
で
は
、
西
洋
的
な
貨
幣
鋳
造
を
進
め
る
べ
く
、

維
新
当
初
か
ら
造
幣
局
が
建
設
さ
れ
、
御
雇
外
国
人
と
の
協
力

の
も
と
に
、
開
業
に
至
り
、
事
業
が
進
展
し
て
い
っ
た
。
そ
の

際
、
井
上
馨
、
井
上
勝
、
遠
藤
、
伊
藤
が
同
じ
く
西
洋
知
識
や

語
学
力
を
活
か
し
て
そ
れ
を
推
進
し
て
い
た
。
ま
た
、
京
浜
間

と
並
ん
で
、
京
阪
神
間
で
も
鉄
道
建
設
が
進
め
ら
れ
、
御
雇
外

国
人
の
指
導
を
得
な
が
ら
も
、
密
航
時
代
に
得
た
専
門
知
識
を

活
用
し
つ
つ
、
井
上
勝
も
そ
れ
を
積
極
的
に
主
導
し
た
。
結
果

と
し
て
、
明
治
一
〇
年
に
は
京
阪
神
間
で
鉄
道
が
開
業
し
た
の

で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
こ
の
大
阪
で
次
世
代
に
対
す
る
「
実
学
」
教
育
の
試
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み
も
な
さ
れ
て
い
た
。
造
幣
寮
で
は
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年

前
半
に
日
進
学
舎
が
設
立
さ
れ（（（
（

、
幹
部
で
あ
っ
た
遠
藤
も
関
与

し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
一
〇
年
五
月
に
は

井
上
勝
も
関
与
し
て
、
大
阪
停
車
場
に
工
技
生
養
成
所
が
開
設

さ
れ
た
の
で
あ
る（（（
（

。
い
ず
れ
も
次
世
代
に
理
系
知
識
或
い
は
鉄

道
建
設
の
技
術
な
ど
を
教
授
し
、
そ
の
育
成
を
図
る
も
の
で

あ
っ
た
。
両
方
と
も
そ
れ
ほ
ど
長
期
間
継
続
し
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
が
、
工
技
生
養
成
所
は
次
世
代
の
鉄
道
技
術
者
を
複
数

輩
出
し
、
大
阪
は
「
実
学
」
を
通
じ
て
次
世
代
を
生
み
出
す
場

に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
1
）　

老
川
慶
喜
『
井
上
勝
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
三
年
）、

大
阪
造
幣
局
編
『
造
幣
局
百
年
史
』（
大
阪
造
幣
局
、
一
九
七
六

年
）。

（
2
）　

兼
清
正
徳
『
山
尾
庸
三
傳
』（
山
尾
庸
三
顕
彰
会
、
二
〇
〇
三

年
）。

（
3
）　

春
畝
公
追
頌
会
編
『
伊
藤
博
文
伝
』
上
・
中
・
下
（
原
書
房
、

一
九
七
〇
年
復
刻
）、
井
上
馨
侯
伝
記
編
纂
会
編
『
世
外
井
上
公

伝
』
第
一
巻
～
第
五
巻
（
原
書
房
、
一
九
六
八
年
復
刻
）、
伊
藤
之

雄
『
伊
藤
博
文
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
九
年
）、
瀧
井
一
博
『
伊
藤

博
文
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
〇
年
）、
村
瀬
信
一
『
首
相
に

な
れ
な
か
っ
た
男
た
ち
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
）。

（
4
）　

鈴
木
淳
編
『
工
部
省
と
そ
の
時
代
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
二

年
、
拙
著
『
工
部
省
の
研
究
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇

九
年
）。

（
5
）　

上
述
し
た
も
の
以
外
に
、
幕
末
維
新
期
の
長
州
五
傑
全
体
を
取

り
上
げ
た
も
の
と
し
て
、
犬
塚
孝
明
『
密
航
留
学
生
た
ち
の
明
治

維
新
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
も
あ
る
。
以

下
、
幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
お
け
る
長
州
五
傑
の
動
向
は
、
注
記

し
な
い
限
り
、
同
書
と
註
1
～
3
の
諸
文
献
を
参
照
し
た
。
な
お
、

筆
者
も
技
術
官
僚
や
専
門
性
に
注
目
し
て
長
州
五
傑
に
つ
い
て
検

討
す
る
別
書
を
準
備
し
て
い
る
。

（
6
）　

以
下
、
幕
末
の
長
州
藩
を
め
ぐ
る
動
向
に
つ
い
て
は
、
青
山
忠

正
『
高
杉
晋
作
と
奇
兵
隊
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）、
同

『
明
治
維
新
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）、
参
照
。

（
7
）　

以
下
、
新
政
府
に
お
け
る
人
事
に
つ
い
て
は
、
国
立
公
文
書
館

所
蔵
「
官
職
通
鑑
」、「
官
員
録
」、「
叙
位
裁
可
書
」、「
太
政
類
典
」

に
加
え
、
修
史
局
編
『
百
官
履
歴
』（
日
本
史
籍
協
会
、
一
九
二
七
、

二
八
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

（
8
）　

以
下
、
大
蔵
省
の
人
事
や
政
策
に
つ
い
て
は
、
大
蔵
省
記
録
局

編
『
大
蔵
省
沿
革
志
』（
大
内
兵
衛
・
土
屋
喬
雄
編
『
明
治
前
期
財

政
経
済
史
料
集
成
』
第
二
、
三
巻
、
改
造
社
、
一
九
三
二
、
三
四

年
）、
参
照
。

（
9
）　

以
下
、
幕
末
維
新
期
の
外
交
関
係
は
、
鵜
飼
政
志
『
明
治
維
新

の
国
際
舞
台
』（
有
志
舎
、
二
〇
一
四
年
）、
参
照
。
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（
10
）　

以
下
、
廃
藩
置
県
ま
で
の
政
府
内
の
動
向
は
、
松
尾
正
人
『
廃

藩
置
県
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）、
同
『
維
新
政

権
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）、
参
照
。

（
11
）　

以
下
、
工
部
省
に
つ
い
て
は
、
註
4
の
文
献
に
加
え
、
大
蔵
省

編
『
工
部
省
沿
革
報
告
』（
大
内
兵
衛
・
土
屋
喬
雄
編
『
明
治
前
期

財
政
経
済
史
料
集
成
』
第
十
七
巻
、
改
造
社
、
一
九
三
一
年
）、
参

照
。

（
12
）　

鈴
木
栄
樹
「
益
田
孝
と
造
幣
寮
の
日
進
学
舎
」（
朝
尾
直
弘
教

授
退
官
記
念
会
編
『
日
本
社
会
の
史
的
構
造
』
思
文
閣
出
版
、
一

九
九
五
年
）、
参
照
。

（
13
）　

中
村
尚
史
『
日
本
鉄
道
業
の
形
成
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
一

九
九
八
年
）、
参
照
。


